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IDUN 24 号 −北欧研究− 刊⾏にあたって 
 
 前号IDUN 23号は特別号でしたが，今回24号は通常の形態での発⾏に戻ります．
これまでは２年ごとに刊⾏して参りました IDUN ですが，前号 23 号からは３年の
時をおくこととなりました．この３年は，新型コロナウイルスの世界的な⼤流⾏，そ
れに伴う授業形態の変化そして粟⽣間⾕の旧箕⾯キャンパスから箕⾯船場の新キャ
ンパスへの移転など，まさに⽬が回るような忙しさとともに過ぎて⾏きました．ここ
にこの３年間の研究室における活動の様⼦を時系列でご報告いたします． 
 
￭ 2019 年 3 ⽉ 
<コペンハーゲン⼤学 Nina Møller Andersen 准教授（デンマーク語学）による特
別講義> 

Nina Møller Andersen 先⽣は，1985 年 4 ⽉〜1988 年 3 ⽉まで旧⼤阪外国語⼤
学デンマーク語学科でデンマーク⼈教員を勤められた．約 30 年ぶりの来⽇にあ
たり「⽇本⼈デンマーク語学習者にとって困難な発⾳について」というタイトル
の特別講義が⾏なわれた． 
 
<スウェーデン語専攻・スウェーデン語教員退任> 

2018 年 4 ⽉より１年間スウェーデン語専攻の外国⼈特任教員として在職され
ていた Gunnel Bergström 先⽣が 2019 年３⽉末に任期を終え帰国された．
Bergström 先⽣は，スウェーデン語のみならず，スウェーデンの⽂化を学⽣と⼀
緒に体験しながら楽しく学ぶなど，多⼤な貢献をして下さった． 
 
￭ 2019 年 4 ⽉ 
<スウェーデン語専攻・スウェーデン語教員着任> 

2019 年 4 ⽉より Ulf Larsson 先⽣がスウェーデン語専攻の外国⼈特任教員とし
て着任された． 
 
￭ 2019 年 5 ⽉ 
<故菅原邦城先⽣を偲ぶ会> 

 5 ⽉ 11 ⽇，同年 2 ⽉ 8 ⽇ 76 歳で逝去された菅原邦城先⽣を偲ぶ会が開かれ
た．デンマーク語学科（専攻）およびスウェーデン語学科（専攻）の卒業⽣が数
多く集まり，菅原先⽣との数多くの思い出を共有することができた． 
 
 




